
　　　　

2025 年 1 月 31 日

8 時 30 分から 17 時 30 分まで なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
・クリスマスプレゼント（12月～１月）　　　　　　　・小集団療育：月1回×3回（不定期実施）
・家族支援セミナー（年2回）
・保護者のおしゃべり会（年1回程度）

（別添資料１）

家族支援

・家族に支援場面の観察や参加の機会を提供し、こどもの特性を踏まえたうえ
　で、日常生活で取り組めそうなことを具体的に伝えます。
・「家族支援セミナー」や「おしゃべり会」を開催し、家族が気軽に気持ちを
　話せたり、つながるきっかけづくりをします。

移行支援
・就園・就学へスムーズに移行できるよう、必要に応じて関係機関（こ
　ども園、保育所、小学校等）に療育時の様子や支援方法を伝える等、
　情報提供したり、支援会議に出席したりします。

地域支援・地域連携
・こどもの情報や支援内容の共有など、必要に応じて関係機関（こども園、保
　育所、医療機関、行政等）と連携を図り、地域の中でより安全・安心な生活
　が実現できるようにします。

職員の質の向上

・自立支援協議会等が実施する研修会等に積極的に参加します。
・法人内研修に参加します。
・年4回程度職場内研修を実施します。
・外部の心理士と定期的にケースカンファレンスを行います。
・管理職と定期面談し研修目標を定めます。

支　援　内　容

・食事・衣服の着脱・排泄などの生活動作が身につけられるようにします。
・指示に注意を向ける、ルールを理解して行動するなど、就園・就学に向けて集団活動に必要なスキルが身につけられるようにします。

・身体遊びや道具操作などを取り入れ、運動機能、バランス感覚、力の強弱、距離感、様々な体の感覚・触覚の成長を支援します。

本
人
支
援

・特性に合わせて、どのような方法や環境であれば円滑に学習できるのか考え、支援します。
・特性に合わせて工夫した教材を用い、様々な概念（色、形、大小、数、文字、空間、位置など）が理解でき、物事を判断したり行動する際の手掛かりにできるようにします。
・「着席」「大人をよく見る」「話を聞く」「嫌なことも頑張ってみる」など、課題に向き合う姿勢を応援し、頑張ると「楽しい」「やってよかった」と感じるような関わり方や内容
　を工夫します。

・相手の反応を楽しむなど、人とのやり取りを楽しみ、人に興味が持てるようにします。
・他者に何かを伝えたいという気持ちが育めるよう、言葉だけではなく、ジェスチャーやカードなど、こどもに合った方法を考えます。
・「要求」「報告」「聴く」「模倣」「観察する」など、自分も周りも大切にするコミュニケーションを学びます。
・こどもの思いや気持ちを汲み取って共感的に関わることで、家族以外とも信頼関係（愛着形成）が築けるようにします。
・絵本や絵カードなどの視覚情報を用いた活動を通して、言葉の理解につながるようにします。

・見立て遊びやごっこ遊びなどを通して、少しずつ社会性が身に付くようにします。
・「順番交代」「役割」「ルールを守る」「指示に沿った行動をする」など、社会生活で役立つスキルを身につけます。
・「感情に気づく」「感情に名前をつける」「対処方法を考える」など、気持ちのコントロールを練習します。
・こどもに合ったストレス発散方法を考えます。

支援方針

・こどもが好きなもの、楽しいと感じることを用いて、「できた」「たのしい」「やってみたい」という気持ちや体験を重ね、自分自身が「かけがえのない存在」だと感じられるよう
　にします。
・こどもが将来「なりたい自分」に近づけるよう、コミュニケーション力や生活力をアップします。
・こどもや家族の思いや感情を受け止め、信頼関係を築きます。
・関係機関と連携を図り、包括的に支援をします。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
「みんなで考え　みんなでつくる　笑顔のまち」
　　　～つなぐ・つながる・つなぎあう～

事業所名 なでしこデイサービスセンター 作成日児童発達支援（就学前）プログラム


